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１．研究計画の概要 
優秀な英語教員を確保するためには、何よ

りも養成・採用・研修各段階の総合的な充実
を図ることが喫緊の課題となる。とりわけ、
教員採用試験のあり方は、教員志望者や教員
養成課程の内容に大きな影響を与えるもの
であり、その改善は極めて重要だと考える。
また、採用試験そのものは、教壇に立つ者の
資質を選定する手段であり、その妥当性の検
証は不可欠である。 
本研究は、日韓の比較に立って、包括的な

試験制度のあり方について検討を加えつつ、
とりわけ１次英語専門筆記試験に焦点化し
て、優秀な英語教員を担保するための良質な
教員採用試験（英語専門筆記）の研究開発及
び波及効果について探求することを目的と
する。また、研究過程で問題になった英語教
員に求められる資質能力とは何かについて
も併せて中心課題として考察を加える。 
 
 
２．研究の進捗状況 
日韓の英語教員採用試験に関する情報・資

料収集の他、以下のような点について取り組
んできた。 
(1)日本の中高英語教員を対象に日本と韓国
の英語専門筆記試験に関する意識調査を行
い、教員採用試験としての有効性・妥当性に
ついて検討した。 
(2)優秀な英語教員を担保する制度として機
能する韓国教員任用試験の制度的背景を振
り返った上で、過去５年間の１次英語専門筆
記試験問題の分析と考察を通して、韓国の中
等学校英語教員に求められる知識・能力につ

いて明らかにした。 
(3)中等学校英語教員に求められる資質能力
に関わって、韓国中等学校任用試験制度の改
革に伴う英語教員資格基準と評価方法の研
究開発について研究を行った。 
(4)日本の英語教員採用試験の状況について
資料・情報収集を行い、実状及び問題点につ
いて明らかにした。併せて、TOEIC・TOEFL 等
の活用状況について全国調査を行い、分析・
考察を行った。 
(5)英語教員に求められる能力を測定するた
めのクライテリアとサンプル問題を開発し
た。 
(6)これに基づいて、日韓の英語教員を対象
にして英語教員採用試験に関する意識調査
を実施し、英語筆記試験の採用試験制度全体
の中でのあり方、及び英語教員の能力を測定
する問題のあり方について分析・考察を加え
た。 
 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由） 
(1)当初の計画では、英語教員、英語教員志
望者、教育委員会の３つの立場から、英語専
門試験の妥当性について考察を加え、良質な
教員採用試験（英語専門筆記）の研究開発及
びその波及効果について研究を進める予定
であった。 
しかし、英語専門筆記試験で測るべき能力

とは何か、敷衍すれば、優秀な英語教員に求
められる能力とは何かという問題に帰着し、
この本質的な問題を解決せずには良質な英



語専門筆記試験の開発は不可能であると考
えるに至った。そして、優秀な教員を担保す
る制度として、一次英語筆記専門試験は採用
試験全体の中でどのような役割を果たすべ
きか、さらに波及効果として教員養成はいか
にあるべきかという問題を解決することが
重要だという認識に達した。 
現在は、日韓の比較に立って、その二つの
問題を中心に、研究を鋭意推進している。 
(2)学校現場英語教員を対象にアンケート調
査を行い、一定数の回収を行うのは予想以上
に時間がかかり、困難であった。 
(3)教育委員会に対して情報公開されている
事実以上に踏み込んで意識調査を実施し、意
見を求めることは、かなり難しい状況にある。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)韓国の新教員採用試験制度及び英語教員 
に求められる資質・能力基準について考察を 
加え、日本の英語教員に求められる資質・能 
力基準を開発する。その上で、一次英語専門 
試験のあり方を検討する。 
(2)日本の教員採用試験に関する分析を加え、 
問題点を明らかにする。併せて、TOEIC・ 
TOEFL 等のテスト結果の採用試験での活用 
状況についても調査を行う。 
(3)日韓の中高英語教員に対して実施した
「中・高等学校教員採用試験（英語）の妥当
性及び波及効果に関する調査」サンプル約
500 のデータ整理・分析を行い、一次専門試
験問題の理想的なあり方について提言を行
う。また、試験制度全体の中での一次専門試
験のあり方についても具体的に言及する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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